
■交通系ＩＣカード乗車券の導入状況等について 

全国相互利用カード 

（１０種類） 

市電 

でんでんニモカ 

全国相互利用システム 

   片利用 

 約7.6 億円 

運賃箱や運賃表示機等の 

新規購入・改造費 

約6億円 
（事業者負担） 

※ここでいう「片利用」とは、熊本県内で全国主要10種の相互利用カードが利用できること 

地域カード読取 

片利用 地域 

バス 

電車(電鉄) 

地域カード 

スゴカ 

（接続先）  約11.6億円   
（事業者負担） 

Ｈ28年3月 
目標 

※地域カードで 

  市電乗車可能 

事業者2割負担  

  ＋ 

補助金 

（国・県・市） 

県・市は折半  

H26.5.19 熊本県交通政策課 作成 

※金額は税抜きの額 

資料 ５ 


